
明誠高等学校・通信制課程

R6末 R7末 評価 成果・課題等

1 単位修得等の通信制のしくみをよく理解しているか 3.5 3.2 A

2 わかりやすく印象的なスクーリングのための工夫ができていたか 3.2 2.9 B

3 個々の生徒の性質に配慮した対応ができていたか 3.1 3.2 A

4 生徒のスクーリング等への取り組みが適切であったか 3.0 3.2 A

5 生徒のスクーリング中の態度に対して指導が適切であったか 2.9 3.0 B

6 生徒の基本的生活習慣をどのように思うか 2.5 2.6 B

7 生徒の基本的生活習慣確立のための指導が適切であったか 2.8 2.9 B

8 人権を尊重する指導の配慮が適切であったか 3.4 3.3 A

9 いじめの早期発見等に努めているか 3.3 3.3 A

10 問題行動への指導が適切であったか 3.3 3.0 B

11 生徒の悩みや相談に親身に応じていたか 3.4 3.4 A

12 現在生徒の活動環境をどう思うか 3.0 2.9 B

13 生徒の安全管理に気配りができているか 3.1 3.1 A

14 環境美化に積極的に取り組んでいるか 3.2 3.1 A

15 現在の進路指導をどう思うか 3.0 3.1 A

16 生徒の進路について相談が適切であったか 3.1 3.2 A

17 進学・就職率の向上に努めたか 3.2 3.2 A

18 生徒の進路決定に向け外部との協力関係が構築されていたか 2.8 3.1 A

19 本校通信制課程について積極的に外部発信がされていたか 2.7 2.7 B

20 家庭・学校間の連携が充分で、情報提供も充分に行われていたか 2.9 3.0 B

21 三者面談等計画的の実施は適切であったか 3.1 3.1 A

そ の 他 22 通信制生徒への対応のため資質向上に向けた努力ができていたか 3.1 3.2 A

通信制生徒への対応に向けた資質向上は3.2であり、教職員の努力は概ね良好である。相談対

応や個別配慮の項目にも一定の成果が見られる。専任・非常勤・連携協力施設職員が同じ方針

で支援できるよう、通信制特有の指導環境や対応方法について共通理解を深める必要がある。

オンライン研修、ケース共有、相談対応マニュアルの整備を進める。現地

職員と本校教員が定期的に情報交換し、支援の質をそろえる。

令和7年度学校評価（自己評価）

建学の精神 時代の変化に対応できる真に役立つ人財の育成

重点目標
・高校卒業資格の取得

・小さな「自信」の発見

評価基準（4:良い、3:やや良い、2:やや悪い、1:悪い）
自己評価

改善策

教育課程

学習指導

通信制のしくみ理解や個々の生徒への配慮は概ね良好であり、生徒アンケートでも学校生活の

充実、通信制の理解、スクーリングのわかりやすさについて肯定的な評価が得られた。限られ

たスクーリング時間の中で、基礎的内容を大切にしながら生徒の関心を引き出す工夫が行われ

ている。

教員評価ではスクーリングの工夫が2.9、レポートのわかりやすさ・学習意欲に関する生徒評

価はいずれも3.0であり、学習内容の提示方法やレポートの難易度調整に改善の余地がある。

学習以外の活動参加も2.5と低く、学びを広げる機会づくりが課題である。

レポートの設問量・表現・到達目標を点検し、基礎事項の定着を優先した

構成に見直す。スクーリングでは体験的・対話的な活動を取り入れ、通信

制ならではの多様な学びや資格・体験活動につなげる。

生徒指導

人権尊重、いじめの早期発見、問題行動への対応、悩み相談については教員評価が概ね3.0を

超え、特に生徒の悩みや相談への対応は3.4と高い。生徒側も生活習慣指導を3.3と評価してお

り、相談・支援の姿勢は一定程度伝わっている。

教員側では生徒の基本的生活習慣の現状認識が2.6、生活習慣確立のための指導が2.9と低い。

スクーリング等で直接関わる時間が限られるため、継続的な指導や家庭・拠点との情報共有を

さらに仕組み化する必要がある。

本校・家庭・通信教育連携協力施設が共通の観点で生活状況を把握し、定

期的な声かけ・相談記録・情報共有を行う。生徒が困りごとを早期に相談

できる窓口と、必要に応じたオンライン面談を整備する。

健康安全

環境整備

生徒・保護者からは教室等の清潔さ、安全・安心な環境づくりについて概ね良好な評価が得ら

れている。各拠点で施設状況を確認し、職員がスクーリング会場に常駐するなど、安全管理に

向けた取組が継続されている。教員評価では活動環境が2.9と相対的に低く、拠点ごとの環境

差や施設利用条件の違いに応じた確認・改善が必要である。保護者への安全・環境面の情報発

信も、安心感を高める観点から継続的に改善する余地がある。

スクーリング会場の安全点検項目を統一し、拠点ごとの課題を記録・共有

する。環境整備の取組や安全面の配慮を保護者・生徒へ定期的に発信す

る。

進路指導

教員評価では進路指導全体が3.2と比較的高く、進路相談、進学・就職率向上、外部との協力

関係はいずれも3.1以上であった。保護者の入学満足度も3.5と高く、学校への期待・信頼は一

定程度確認できる。

一方、生徒の『進路決定のための取り組み』は3.0、保護者の『進路や将来への支援』は3.2に

とどまり、進路支援が生徒・保護者に十分見える形で届いていない可能性がある。本校主体の

情報提供・相談体制の強化が課題である。

オンライン進路相談、進路ガイダンス、進路研究イベントを計画的に実施

する。進路情報をデジタルで一元化し、生徒・保護者・拠点職員が同じ情

報を確認できる体制を整える。

連　　携

発　　信

家庭・学校間の連携や三者面談等は概ね3.0前後であり、基本的な連携は維持されている。拠

点ごとに地域性や生徒状況に応じた関係づくりが進められている。

外部発信は教員評価2.7と低く、学校の取組や通信制課程の特色が十分に伝わっていない。保

護者の連絡・情報提供は3.3と良好だが、情報の頻度・分かりやすさ・見える化をさらに高め

る必要がある。

学校HP・連絡ツール・配付資料を活用し、学習、進路、行事、安全、相

談窓口に関する情報発信を計画的に行う。発信内容を年間計画化し、必要

な情報が適切な時期に届く仕組みを整える。


